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エアフローメーター系統 PFP:22680

CONSULT-Ⅱデータモニタ表示 JBS00DUP

コントロールユニット入出力信号参考値 JBS00DUQ

下記端子～アース間の電圧をサーキットテスターで点検する。

回路図 JBS00DUR

点検要領 JBS00DUS

1. 点検開始

CONSULT-Ⅱで自己診断結果をチェックする。

自己診断結果をチェックする。（操作方法は「操作要領」(EC-219ページ )参照 )

故障コード 0100を検出したか？

YES ≫ • 不具合時記録データをプリントアウト後、自己診断結果を消去し 2へ

• 自己診断結果を消去し 2へ（操作方法は「操作要領」(EC-219ページ )参照 )

NO ≫ 点検終了

2. 現象の確認
エンジンを始動する。

再度異常を検出するか？
YES ≫ 3へ

NO ≫ • 不具合時記録データを参考にし、診断フローに従い再点検する。（「診断フロー」(EC-179ページ
)参照 )

• 診断フローに従い再点検する。（「診断フロー」(EC-179ページ )参照 )

モニター項目 暖機後のアイドル時 約 2000rpm時

エアフローメータ B1 約 1.3V 約 1.6V

端子番号 信号名 クランキング時 暖機後のアイドル時 約 2000rpm時

72 エアフローメーター信号 約 1.5V 約 1.3V 約 1.5V

80 エアフローメーターアース 約 0V

65 センサー電源 約 5V
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3. 入力信号の点検

エンジン回転中、CONSULT-Ⅱデータモニタの “エアフローメータ ”で電圧を点検する。

ECCS C/U72番端子～アース間の電圧を点検する。

点検結果は正常か？
YES ≫ 4へ

NO ≫ 5へ

4. ECCS C/Uの点検

ECCS C/U端子の接続状態及び損傷有無を点検した後、同型車、同エンジンの C/Uと入れ替え、急速 TAS学習（「急
速 TAS学習操作要領」(EC-174ページ )参照）を行ってから自己診断結果を確認する。

故障現象の再現及び故障コード 0100が検出されたか？

YES ≫ • 不具合時記録データを参考にし、診断フローに従い再点検する。（「診断フロー」(EC-179ページ
)参照 )

• 診断フローに従い再点検する。（「診断フロー」(EC-179ページ )参照 )

NO ≫ 1. ECCS C/Uを新品と交換し、急速TAS学習（「急速TAS学習操作要領」(EC-174ページ )参照 )を行う。

2. エンジンを始動し自己診断結果に異常が無いことを確認後、終了

5. 構成部品の点検
エアフローメーターを点検する。

点検結果は正常か？
YES ≫ 6へ

NO ≫ 部品交換後、7へ

6. 回路の点検
回路図を参考にエアフローメーター系統の電源回路、入力信号回路、アース回路、各コネクターの接続状態、ECCS

C/U端子の損傷を点検する。

点検結果は正常か？
YES ≫ 診断フローに従い再点検する。（「診断フロー」(EC-179ページ )参照）

NO ≫ 不具合箇所修復後、7へ
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7. 最終確認

CONSULT-Ⅱで自己診断結果を消去しエンジンを始動する。

自己診断結果を消去しエンジンを始動する。（操作方法は「操作要領」(EC-219ページ )参照 )

故障コード 0100が検出されたか？

YES ≫ • 不具合時記録データを参考にし、診断フローに従い再点検する。（「診断フロー」(EC-179ページ
)参照 )

• 診断フローに従い再点検する。（「診断フロー」(EC-179ページ )参照 )

NO ≫ 点検終了

構成部品点検 JBS00DUT

エアフローメーター
1. エアフローメーターを取り外す。（ハーネスコネクターは接続した
まま）

2. キースイッチを ONにして、エアクリーナーケース取付側から息を
吹き付け、1番端子～アース間の出力電圧の変化を点検する。

参考 : エアダクト側から吹き付けると電圧値は低くなる。

息を吹き付けないとき ：約 1V

息を吹き付けたとき ：約 1.3V

（吹き付ける量が多いほど電圧値は高くなる）
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